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思いやりの心が 育っための援助 

一身近な小動物とのかかわりを 通して 一 

Ⅰ 

" Ⅰ 

[ 要 約 ] 

この研究は，身近な 小動物とのかか たフ りを通して，思いやりの 心が育つための 援助を工夫しょうとするも 

のであ る， 

  思 ひやりの心が 育つ過程をとらえ ，一人一人の 育ちを受け止め ，身近な小動物との 体験や感動を 友達や教 - 

師 と伝え合い，共感し 合うための援助を 通して，思いやりのしを 育んできた。 

その結果，不動物とのかかわりが 豊かになり・ 命 あ るものを大切にしょうとする 思 い やりの心の育ちが 見 

られるようになった。   口 幼稚園教育 ロ恵 い やりの心が育っ 過程 口 飼育年間指導計画 

Ⅰ テーマ設定の 理由 んをあ やすよ う に抱いている 子もいるが・おもちゃの 

幼児期は人間形成のうえで 大切な時期であ り，情緒 よう に扱 う 子もいる。 また。 不 動物に対する 認識も異 

の 発達は樹・ こ 著しいものがあ る。 幼児にとって   臥いや な 。 ). それぞれの不動物の 習性や特徴が 分かり， そ #,L 

りの心は，まだ 未分化ではあ るが，これから 人間とし に 添ったかかわり 方をする子もいるが ，無理に自分の 

で 生きていくために ，ぜひ育ってほしい 心情のひとつ   巳ぃ 通りにしょうと。 Ⅱ 鋤物 の余力斗 員 なわれかれない 

であ る。 ようなかがわりをする 子もいる。 

幼児は本来，身近な 小動物に興味・ M 心があ り喜ん このように， 不 動物とのかかわり 方は一人一人異な 

そ それらにかかわっで い く。 @ そこで ボ頚姑 ㌻ る 事や感動もさまさまであ る申が予 

「ウサギさん ，お腹 す い ているんだね。 たくさん 食 恕 される。 

べ てね。 」と話かけながら 餌を与えている 子 。 そのような幼児に 対して 

「ひよこを抱っこしたひんだけど ， 僕 ，我慢している   一人 -. 人の思いに心を 添わしていただろうか。 

んだよ。 」と歩まれたばかりのひよ こ を， じっと見守     L 、 が滴 っような援助をしていただろうか。 

る了   。   <J 、 動物と互いに 気持ち良く生きるために 必要な事 

「セミをいっぱい 捕ったけど・ 仲間の所に逃がしたよ。 を 伝えたり． 気 づかせたりしていただろうか。 

あ りがとわって 言ってたよ。 」と満足顔の 子。 幼児は そこで・このような 反省を踏まえ．教師が 小動物に 

不 動物とのかかわりを 通して，不動物の 身になって 考 対する一人一人の 育ちを受け止め ，体験や感動を 伝え 

えた ト ). 感じたりするようになる。   艮 いやりの小は・ 合い，共感し 合うための援助をすることによって ，動 

望ましい人間関係の 中でも培われることは 言うまでも 物 たけでなく，友達や 教師の思いにも 気づき，回りの 

ないが．この ょう な幼児の姿から ， 不 動物とのかかわ 命 あ るものを大切にしょうとする ， 思 ひやりの心が 育っ 

りを通しても 育つ部分も大きいと 考える。 ものと考え・ 本 テーマを設定した。 

そこで，との 子にも小動物に 親しみを持ち ，その子 

なりにかかわってほしいと 願い，不動物と 触れ合って D  研究の目標 

遊べる環境を 整えできた。 子供たちは，「幼稚園は 動 身近な小動物とのかかわりを 通して，思いやりの 心 

竹 園みたいた。 」と喜んでⅡ、 動物とかかわって 遊んで 力滑 っための援助を 工夫する。 

いる。 

しかしそのかかわり 方を見ると，ウサギを 赤ちゃ 

一 Ⅰ 一 

      
 
 

幻
 



Ⅲ 研究の仮説 

Ⅰ 不動物とのかかわりで 得た体験や感動を ，友 

達や教師と伝え 合い，共感し 合 う ことで小動物 

とのかかわりが 豊かになり・ 命 あ るものを大切 

にしょうとする 思ひやりの心が 育っであ ろう。 

2  ぽ 、 ひやりの心が 育っ過程をとらえ ，幼児 - 人 

一人の育ちを 受け止めることができれば ，思 い 

やン ) の 心が育っための 援助ができるであ ろう。 

m  研究の内容 
]  居 、 いやりのあ る子の姿 

  9 、 いやりのあ る子の姿を次のようにとらえた。 

  
  気持ちが安定している 子ども 

  友達と仲良くできる 子ども 

  
  自分との違い な 認める子ども 

  相手を尊重する 子ども 

  感動する子ども 

  命 あ るものを大切にする 子ども 

」 １コ 

「思 い やり」とは回りの 人の身になって ，そ 

の気持ちをおしはかり ，共に感じることであ る。 

しかし幼児は 目分が思ったことは。 相手も 

同じように思っているととらえる 傾向が強く， 

自分の持ちを 相手にぶつけたり ，押し付けた v> 

して行動しがちであ る。 

その ょう な幼児が環境と 積極的にかかわり ， 

直接体験を積み 重ね・回りの 人や動植物との 心 

の触れ合いな 通して、 自分より小さい 者の存在 

や 弱い者をいたわる 心 。 相手に共感する 心 ・命 

を大切にする 心が養われ・ 思いやりのあ る子ど 

もに育っていくものと 考える。 

2  身近な小動物とのかかわりで 育つ心 

幼児は近所の 公園や草むら ，幼稚園の園庭や 

飼育小屋などでいろいろな 小動物に出会う。 ゼ 

ミにおしっこをかけられたり ，バッタを 虫 カゴ 

のいっぱい捕まえたり ， また， ウサギ や チャボ 

を 抱いた ド ) する体験を通して ，身近な小動物に 

22   

関心を持ち。 親しみを感じるようになる。 

生活の中で自然な 形で幼児が触れることがで 

き 。 自由にかかわったり ，世話をしたりするこ 

とができる環境にあ るとき・不動物が 身近に感 

じられる。 

幼稚園の自然環境の 中で。 幼児が小動物とか 

かわることによって 次の事が育ってくる。 

「 がやわらぎ，情緒が 安定する。 

①不動物と親しむことで   不安二 % 玉こ ョ Ⅲ 
  

②餌をあ げたり，抱いたりすることで ， 

愛情を持っ。 

③ 継続して見る 事によって，不動物への 

認識や生態上の 知恵が深まる。 目 

④ Ⅱ、 動物の誕生や 死から，命の 大切さを 

知る 0 

⑤ 不動物に応じた 世話ができる よう に な 

ヌ ひ 。 

⑥ 不 動物の親が ， 子を守り育てることに 

気づ { 
・⑦ 友達や教師のかかわりを 見て，興味 や 

関心を持っ。 

⑧友達と一緒に 世話をすることで ，責任 

感や連帯感が 生まれる。 

⑨ 友達や教師と 体験や感動を 共感しあ ぅ ・ ノ 

ことができる。 
  

以上のことから 幼児期にできるだけ 豊かな 自 

然 環境の中で， 小 動物とかかわる 体験を積み重 

ta ることは． 不 動物の身になって・ その気持ち 

なおしはかったり．命を 守り育てたりする [ 思 

いやりの   口 』が育つことにつながっていくと 考 

、 え ヱ D 。 

2 一 
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ではなく，その 時の A 九元によって 左右されるもので の 示し方は一定ではない。 

あ る。 また，その発達の 過程も一人一人異なって い   不動物をじっと 見る，友達のかかわりを 見るなと   

ると考える。 しかし，発達の 過程をとらえていくこ も ，その子なりの 関心ととらえる。 

とが幼児の育ちを 受け止め ， 思いやりのしを 育てる   乱暴と思える 行動も発達の 筋道であ る。 

ための教師の 援助へとったがっていくものと 考え ，   間接経験も直接経験をより i 架 めて 4 テくものととら 

次のようにとらえた。 える。 

  
  臥いやりの心が 不 動物とかかわる 

育 ち の 内容 
育っ過程 幼児の行動 

  見る   小 動物に対して 驚き ，   怖さ，面白さ 

( Ⅱ、 動物を ) などを感じる。 
気持ちの安定 ( 友達のかかわりを ) 

  友達や教師のかかわっている 様子を   見て，安心感を 持っ。 

  気に入った小動物に 
  自分からかかわろ う とする意欲が 見 

餌 をあ げる 
られる。     触れる 

  捕る 見つける   不動物の動きの 面白さや感触を 知る。 

  抱く   自分本位なかかわりに 気っかなり。 
一 

  ひ じる 
  相手を知ろうとする 

  観察する   個々の不動物の 様子や動き・ 生活の 

  図鑑で調べる し 方に驚きや不思議さを 感じる。 

V   一緒に遊ぶ 
  小 動物の嫌がることに 気づき，個々 

相手を尊重する   
の 不動物に添ったかかわりができる。   

  話しかける   田 勘物の特性。 日々の様子の 変化に 

気 づき，より親しみを 持つ。 

  他言舌をする 

  不動物に愛情を 持ち ， 喜んで世話を 
  待つ 

命の大切さを 矢口 る 
する。 

  我慢する   命の大胡りさに 気づき・大事にしよう 

とする。 

図 ]  思いやりの心が 育つ過程 

一一 3 一一 
2
3
 



4 体験や感動を 伝え合い，共感し 合 う ための援助 その際の教師の 援助として，次のようなことが 考 

幼児は体験した 事や感動を回りの 人に伝える 事 えられる。 

によって ， 伝えたい事を 整理する。 そして，その   不動物に対する 感じ方や受け 取り方は一人一人違 

ときの感情の 高まりを改めて 思 い 起こすことで 自 ぅ 。 幼児のあ りのままの姿を 共感的に受け 止める 

分の気持ちを 味わう。 不動物との体験や 感動は友   教師自身が小動物に 対して愛情を 持ったり，世話 

達や教師と共感し 合うことで倍増される。 また， をする姿を見せたりしながら・ 気 づきや感動を 積 

友達からの刺激によって ，不動物への 興味・関心 極 的に伝えていく。 

が清 まり よ り一層，直接体験を 深め ， 広げて い く   友達同士互いに 刺激し合 い ，より豊かな 小動物と 

きっかけとなる。 のかかわりができるとうに 友達のかかわり 方や 気 

このような伝え 合いや共感し 合うことの繰り 返 づきを伝え，興味・ 関心を一層深めて 行く。 

しの中でしだいに 回りの 人 や小動物に対して 共に   不動物とかかわる 中で起こる様々な 体験や感動を 

生きる仲間としてのかかわりに 気づき・相手への 幼児と共に共感しつつ ，不動物の気持ちになって 

  思いやりのしが 清まれていくものと 考える。 その 考えられるよ う に方向づけていく。 

過程をまとめると 図 2 のようになる。   び とっの 気 づきを全体に 広げ，学級全体で 感動体 ） 

  験を味わう場を 作っていく。 

「僕もやってみよう 目 「先生もやってみようⅡ 伝 

ノ 直接体験 Ⅰ え 

る 

体 「ひょこが生まれた ょ 0 」 

伝える 教師との共感 
友達との共感 伝える 一 " 験 ・「ウサギの 体は温かい れ口 

  「餌をお い しそうに食べてるⅡ 
一 

  「本当一・ ， 」 一   臼 """   「うれしいね。 」 
感   「掃除をした ょ D 」 

  「すごいな 一 」 共感 共感   「きもちい し ) ォョ 0 」 
  「チャボが高く 飛んだんた よ Ⅱ   

動 「 コ オロギが鳴いてるよ 0 」 

/ 

七 、 情…「掃除をしたらアヒルが 喜んで い た ょ 。 」 

意欲…「～君のようにウサギを 抱いてみようⅡ 

態度…「今度は 優しく一してあ げようⅡ 

  

思 、 いやりの ら 

図 2  体験や感動を 伝え合 い ，共感し合 う 過程 

刀 一 4 一 



Ⅰ 

V  研究の実際 
]  不動物とのかかわりに 関する実態調査 

この調査は家庭における・Ⅱ勘物とのかかわり 

や 保護者の願い な 調査し実態をとらえることで 

幼児一人一人を 理解し適切な 援助をして行くた 

めの基礎資料とするために 実施した。 

Ⅲ調査方法 : アンケート方式 ( 保護者記入 ) 

㈲調査対象 : 5 歳 月 あ さがお 組 3C@ 人 

(3) 調査期間 : 平成 8 年 5 月 24 日 マ 6 月Ⅰ 口 

(4j 調査結果 

質問①お子さんは ， 不 動物が好きですか。 ( 火 ) 

項目 好 き 嫌 い どちらでもな い 

男児 18  ;  0 O 
    

女児 10 O 2 

質問② 不動物を飼っていますか。 ( 火 ) 

  がな い 

人 数 ⅠⅠ 7 l2 

  

  

て
 
）
 

っ
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Ⅰ -   

質 Ⅲ④不動物を 飼っている家では ，お子さんは 

どのようにかかわっていますか。 ( 複数回答 ) 

  か か わ り カ     人数   

触れ合って遊んでいる 

  
  関心がな い 0 

質問⑤ 小 動物を飼ってない 理由は何ですか。 

( 現在飼ってない 19 人に対して複数回答 ) 

不動物を飼えな い 理由 人 数 

住宅事・ 清 12 

世話ができないから 6 

家族に プ レルギ一の人がい ろ 3 

本人にアレルギーがあ る   

赤ちゃんがいる   

本人が嫌 い だから O 

家族の人が嫌 い だから 0 

 
 
 
 
 
 

 
 

質問⑥御意見や 御要望を記入してください。 

( 主な意見・要望 ) 

・家で飼いたくても 飼えないので ，とてもいいこ 

とだと思っています。 楽しみに固に 行ってくれ 

るので助かっています。 

  園 で小動物を飼っているせ いか ， この頃 はよく 

猫や犬を飼 い たがります。 「今はアバートだから 

家を建ててからね。 」と言っています。 

  不動物とお話しのできる．優しい 子どもで い て 

ほしいです。 

  不動物の毛で 附目の発作を 起こす可能性もあ り 

ます。 遊んだ後は手足を 洗って，衣服につ いた 

毛 をはたいて。 着替えをお願いします。 

  以前に ， 犬に噛み付かれたことがあ るため，動 

物に対して少し 恐怖感があ るみたいです。 

(5) 実態調査の考察 

・現在，家庭で 犬 ・小鳥・カメ・ 猫などの不動物 

を飼っている 子はⅡ人であ る。 餌を与えたり ， 

一緒に遊んだりしてよくかかわっていることが 

分かった。 

  ほとんどの子が 小動物を好きと 答えているが 住 

宅 事情のために 飼えない家庭が 多く ， 園での 不 

動物との触れ 合いに期待している 事が分かった。 

  一人一人の経験の 把握を通して 衛生面の指導な 

ど 個に応じた配慮の 必要性が分かった。 

  身近に小動物とかかわることのできない 子が多 

い。 園での直接体験を 通して，不動物に 対する 

親しみや愛情が 育っよ う 環境を整え援助して い 

きた い 。 

ノ " 



） 

ノ 

2  飼育年間指導計画 ( 身近な小動物とのかかわりに 関して ) 

不 動物とのかかわりに 関する家庭の 実態や幼稚園の 自然環境及び 幼児の実態を 考慮し年間指導計画を 作成 

した。 

期 I 期 (4 月～ 5 月 ) 

幼 
  不動物は好きだが ，家庭で飼えない 子が多く，幼稚園でかかわれる 事に期待している。 

  不動物に餌を 与えることで 安定する子もいる。 
目し L/ 

  親しみを持っている 小動物に名前をつけたり ，触ったりする。 
の 

  ダンゴムシやカバマダラの 幼虫を見つけたり ，捕まえたりする。 

姿 水 換えや飼育小屋の 清掃をしている 教師の手伝いをやりたがる 子がかる。 

ね 
ら   小動物を見たり ，触れたりして 親しみを持っ。 
レュ 

室 カメ ( 触る・遊ぶ・ 餌を与える ) 

金魚 ( 見る・餌を与える ) 

園内 グッ ピ一 
の 

( 見る・餌を与える ) 

自 
然 飼 ウサギ ( 触れる・餌を 与える ) 

現有 チャボ ( 触れる・餌を 与える・卵を 温めている様子を 見る ) 
培 兄山 ヒョコ ( 見る ， 触れる・成長に 気づく ) 

下尾 アヒル ( 餌を与える・ 動作を見る ) 
動 

惣園 カハ マダラ・ ツ マグロヒョウモン 0 卵や幼虫を見つける・ 卵づ 幼虫 づ サナギ づ 成虫の変化を 見る ) 

ダンゴムシ ( 見つける・動きを 見る ， 動きをまねる ) 庭 ズ ( 見つける・動きを 見る・長さを 上ヒ べる ) 
膵 里坊 吏 幼虫 力敢 手む野菜 ( カラシナ・キャベ ツ ) は全部は収穫せずに 残してお { 

境構 

  カバマダラ やッ マグロヒョウモンが 育つように，食草となる トウワタや バンジーを栽培しておく。 

成   幼虫の動きのおもしろさや 変化などに気づく よう に，観察しやすい 容器を準備し 目につく場所 
の 
ボ に 置く。 

イ   飼育小屋の掃除がしやすいよう 0 こ 用具 ( ほうき・ちり 取り・デッキブラシ・ホース ) をそろえる。 
ン 

@   不動物の名称 や ，どのような 餌を与えるかなど、 分かりやすいように 表示しておく。 

孝文   パンジー やトウヮタ の葉のうちに「何かついてるよⅡと 声をかけ，卵に 気づかせる。 
巾 @a@ 

援助 の 

  卵．幼虫，サナギ・ 成虫に変化する 様子に関心を 持たせる よう に声をかける。 

の 
  友達や教師が 小動物とかかわっている 様子を見せることで 安心感を持たせたり。 触って見たりと 

ポ 
イ いう意欲を持たせていく。 
  
@   飼育小屋の掃除は 教師が中心になり ，やりたい子に 手伝ってもらう。 

安   水道に薬用セッ ケンやツノ ブラシを用意し ， 小 動物とかかわった 後は ， 手を洗 う 習慣をつける。 

全 
  室内の小動物の 水換えは，手を 洗 う 場所が不潔にならないようにできるだけ 外の水道を使 う 。 

す し 日 

導   ハブが活動期に 人 る 時期であ ることやその 危険，性を知らせる。 
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自
 
"
 

ゲ
 

鋤 J l ⅡⅡ 期 (6 月一 7 月 )   

  ウサギやチャボを 触ったり，抱いたりして 遊ぶ。 むド ) やり自分の思いどおりにしようと 乱暴にか 
幼 

かわる子もいる。 

日ロ ノ ー 

  オタマジヤク シやカタツム りを捕ることを 楽しんでいる 0 その動きや変化する 様子に関心を 持つ。 

  セミ捕りに夢中になり ，その種類を 図鑑で調べたり ， 曳 かごを作ったりする。 

の   園庭で見つけた 虫を ， 家に持って帰りたがる。 

  室内で飼育しているカメ やグソビ 一の水換えや 餌 やりをやりたがる。 
姿 

  不動物の好む 餌が分かるようになり ，家庭からキャベ ツや二 ンジシなどを 持ってきて与える。 

ね 
ら   不動物に関心を 持ち。 驚き．喜び．疑問を 感じる。 
し Ⅰ 

  カメ ( 触れる・遊ぶ・ 餌を与える・ 水を換える ) 
室 

  金魚 ( 見る・餌を与える ) 

杓 ｜ 

  グッピ一 ( 見る・餌を与える・ 水を換える ) 

園 
の 

  ザリガニ ( 見る・ っ かむ・餌を与える・ 脱皮を見る・ 水を換える ) 

然飼 自 ， ，ウサギ ( 触れる，餌を 与える・抱く ) 育 環 チャボ ( 触れる・餌を 与える・抱く ) 

ヰ土 児 Ⅱ 、 ，ヒョ コ ( 触れる，餌を 与える・抱く・ 成長変化に気づく ) 

下尾 ・アヒル ( 餌を与える・ 動作を見る ， 水を換える ) 

  
  オタマジャク シ ( 捕る・餌を与える・ 変化を見る ) づ カエル ( 捕る・動きを 見る・放す ) 

  セミ ( 捕る・観察する ，殻を集める・ 幼虫を見つける・ 放す ) 

  オタマジヤク シ が 育 つように池の 水を子どもと 一緒に補充していく。 オタマジャク シ を捕るためにプリンのカップや 牛乳バックが 使えるように 準備してお { 

  

  

イ 

ン   カタッムりや オタマジャク シ を飼育する際はできるだけ ，見つけた場所に 近い環境を子どもと 一 

@ 緒 に考え作っていく。 

教 
自 Ⅱ 了   疑 Ⅲや関心を持った 事を友達同士で 教え合ったり ，図鑑を調べたりしている 姿を見守ったり ， 教 

の援 師 も一緒に考えたりしていく。 
助 
の   餌を与えないと 死んでしまう 事に気づかせながら。 セミやカエルなどはできるた け 元の場所に返 
ガ / 。 - Ⅹ 

イ す とうにする。 
  
@   教師が飼育小屋の 掃除をしているのを 手伝 うよう に仕向けながら ，当番活動の 素地にして い く。   
安 

  小 動物を抱いた 後 ・衣服につ いた 動物の毛を援、 っ たり，着替えたりしで 清潔にする。 
全 

  寄生虫の感染の 恐れのあ るアフリカマイマイを 手で触れた p). いじったりしないように 注意する。 
ヒ日ヰ 5 

導 l 
  セミを捕るために、 危険な木や塀に 登らないように 注意を促す。 
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朋 ， 

幼 

Ⅲ 期 (9 月 -10 月 )  WH 月 (11 月～ m2 月 )  V 期 (1 月一 3 月 ) 

  苦手な小動物にも 触ったり，抱いたりしょうと 挑戦ずる子が 多くなる。 

目
し
 

 
 

  園庭で見つけた コ オロギ ヤ バッタを飼育したがり 餌をあ げたり，土を 湿らせたりして 世話をする。 

  ひよこの成長や 虫の脱皮などの 変化に気づき ，友達に伝えたり。 図鑑で調べたりする。 
  

の 
    不 動物の絵を描いた ド ). 動きを体で表現して 楽しんでいる 子がいる。 

  

次女 

  グルーブで飼育小屋の 掃除当番をやるようになる。 張り切ってやる 子もいるが、 中には抵抗を 示 

す 子もいる。 
  

  不動物の特徴や 成長に気づき ，関心を持ってかかわる。 

ねら ぃ 
  不動物を大功にし 世話をしたりかたわったりする 気持ちを持つ。 

園
の
自
然
環
境
 

 
 
室 ・カメ ( 触れる・遊ぶ・ 餌を与える・ 水を換える )   

  金魚 ( 見る・餌を与える ) 

内 
  グッビ一 ( 見る・餌を与える・ 水を換える ) 

  

 
 

飼
育
小
屋
 

  ウサギ ( 触れる・餌を 与える・抱く・ 遊ぶ ) 

  チャボ ( 触れる，餌を 与える，抱く ， 遊ぶ ) 

  アヒル ( 餌を与える・ 動作を見る・ 水を換える ) 

1 （ l   
1 
動 

物 
  

  トンボ ( 捕る・観察する・ 放す ) 

園 
  ヤゴ ( 見つける・観察する ) 

  コ オロギ ( 鳴き声を聴く・ 餌を与える   観察する・幼虫を 見る ) 

  l 庭 @  . バッタ ( 捕る，観察する・ 放す ) 

環
境
構
成
の
ポ
イ
ン
 

  ヵバ マダラ ( 見つける・観察する ，放す ) 

  園庭の雑草は ，虫取りができる よう に一部を残してお { 

  虫を調べたり ，観察したりできるよ う に図鑑や虫メガネなどを。 日につきやすいように 置く。 

  不動物を描いた 子どもの絵やⅡ、 動物にかかわっている 子どもの写真などを 掲示し友達のかかわ 

り 方に関心を持たせていく。 

  コ オロギの飼育ができるように ノ要 なもの ( まな板，ナイフ・ 霧吹き ) を準備しておく 

@ 

孝文 

官 Ⅱ 巨 

  掃除の仕方を 確認し分かりやすいように 掲示しておく。 

  それぞれの不動 伽 ・ こ ふさわしいかかわりができるように ，友達のやさしいかかわりを 広げていく 

の
 援
助
の
ポ
イ
ン
ト
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導 安全 指 

  Ⅵ月頃 はハブにとって 好適な気温になり ，活発に活動する 時期なので，その 習性について 確認し   

注意を促す。   

  不動物とかかわった 後に手を洗 う ことの必要性を 再確認、 していく。 

レ
 

せ
 

 
 

 
 

 
  
 

2
8
 



3
 これまでの不動物とのかか 

これまでに， 

様々な 

月 

4 

月 

5 

月 

  グ   

  

の 

月 

7 

月 

（ 9 
月 

Ⅰ O 

月 

Il 
  

Ⅱ 

12 

月
 

わり 

幼稚園の 山口
 

然 環境 の 申で下記のようなⅡ 

体験を   重ね感動を味わってきた。 

、 動物 とかかわり，生命 

姿
 

の
 

     
 

 
 

 
 
も
 
子
 
る
 

幼
い
 
て
 
つ
 

 
 カ
 
布
 

 
 を
 
物
 
動
 

」
Ⅰ
 

/
 

 
 
扱って じ ) 

 
 

て喜んでいる 子が多い。 

を水に入れたり ， 乱剥 ・こ 

る子もいる。 

回 の幼虫が蝶になって ， 
様子に感動する。 

力滞延 生しその成長を 楽 

て、 ，、 る 。 

「ゴンベエ」と 言う名前 

  

回
 
 
 

     
 
 
 
た
 
し
 
ま
 
 
 
 
 
た
つ
 

肌
刀
 

場
所
 

 
 
吉
岡
 

を
 

目
 
 
 

ァ
 
O
 

革
ノ
 

 
 つ
 

を
 

  

の 体を観察したりと 小動物の様子や 動きに 

関心を持ち・ 確かめようとする。 

  オタマジャク シ の成長やセミの 種類なと     

に関心を持ち ，図鑑を調べたり．比べたりし 

ている。 

  回のいる場所や 捕り方を。 友達同士で 

教え合っている。 

  セミを捕ることを 楽しんでいろ。 捕った後， 

 
 
も
 
子
 
の
 
し
 
六
、
ム
 

ぱ
 
つ
 

れ
 
-
@
 

入
っ
 

 
 コ
、
つ
 

力
よ
 

虫
屋
 
 
 
千
包
 

を
 

 
 

や
 

l
@
-
@
l
 

たと得意になっている 子が多くなる。 

  "" 。 ""," Ⅰ。 四 。 
教室で飼育し 観察したり，絵に 描いた 

ド 9, 体で表現したりする。 

  l@y@-1@@@@@oT@@@@@@Bt ・ :@ 

んでしまい飼育の 難しさを知る。 次に飼っ 

たときは，特に 関心を持って 様子を見て 

いた。 

  当番で飼育Ⅱ握の 掃除をやる よう になる。 

の 誕生   死   成長変化 など， 

教
 

 
 

師 の 援 助
 

  ウサギをお風呂に 入れて， 

きれいにしたかったと 言 

う 子どもの気持ちを 受け 

止めながら，動物と 人間 

の違いに気づかせて い く。 

  ヒョコ の誕生やカバマダ 

ラの成長を共に 喜び合 う 。 

  飼育動物の世話は ，教師 

が中上、 になってやる。 

  友達がかかわっている 様 

子や教師が丁寧に 扱って 

いる姿を見せたりしなが 

ら，自分達と 同じように 

生きている事を 感じとら 

せていく。 

  教師も子どもと 共に 虫 捕 

りを楽しんだり ，図鑑を 

調べたりする。 

、 る 。 

  不動物を絵に 描いたり， 

体で表現している 子を認 

め ・友達にも知らせて 行 

{ 

  グッピ 一の死について ， 

その原因を子どもと 共に 

考えていく。 

  掃除の際に足 @. こ 糞や汚れ 

た 水がかからないよ う に ， 

長靴を準備する。 

.11@ @   

用㌦… ""." 
  
  
  

  
  

「お 

た」 

飼育 

世話 

ぃ 」 

し
れ
 
n
,
 
 

て
っ
 

除
う
香
 し
い
 

掃
 

と
当
を
と
 

  ， 。 巨 。 
七 そうに伝え 

世事の手順を 

いる子もいる 

て 抵抗を示す 

さんが喜んで い 

る子がかる。 

  覚え，白玉的に 

が ， 中には「活 

子もいる。 

  

  子どもの気持ちを 受け止 

め他の子にも 伝えていく。 

  飼育小屋の掃除を 嫌がっ 

ている 子 t こは 。 そのピ要 

性に気づかせていきなが 

ら，その子にできる 仕事を 

見つけあ せらずに見守る。 
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4  保育実践 

(1) 主 題 

「不動物と，もっともっと 友達になろう : 」 

例 日 樺 

山動物とのィ 村験や感動を 友達や教師と 伝え合 

い ，共感し合 う ことで・不動物とのかかわりを 

一層深めていく。 

(3) 設定理由 

子どもたちは ， 不 動物が好きで よ くかかわって 

遊んでいろ。 これまでに様々な 体験や感動を 味 

わってきた。 その体験や感動を 友達や教師と 伝 

え合い，共感し 合 う 中で互いに育ち 合い，不動 

物との豊かなかかわりに 自ら気づいていく。 ま 

た ，不動物と直接触れ 合う体験を通して 小動物 

に対する親しみを 一層深めていく。 

このような活動を 繰り返していく 申で，小劫 

物 と共に生活するということを 子どもの中に 育 

て 牙 t は ，結果として ，思いやりの 心が育ま 甘 n てい 

くものと考え ， 次のような実践をした。 

(4) 実践 1  「大きな絵本を 作ろ う ! 」 

  ①ねら ぃ 

・不動物に対する 思 いや 考えを絵や言葉で 表 

現し伝え合 う ことの楽しさを 味わう。 

，友達のⅡ、 動物への思 いや 考えに関心を 持ち。 

豊かなかかわりに 気づく。 

② 活動内容 

  グループでひとつの 場面の絵や話を 作る。 

  それぞれのグループの 場面を綴り，絵本に 

する。 

③活動の経過 

[ きっかけ ] 

コ オロギ描いたよ   l(10 月 28 日 ) 

「先生見て ! コ オロギに似ているでしょう」 

と得意顔。 毎日 コ オロギの姿をよく 見ているの 

で，その姿をよくとらえている。 亜 l@Jdo'30'   
子どもが描いた 小動物の絵を 切り抜き絵本を 

作り，教師が 倉Ⅶ 乍 した言舌をする。 

「僕たちも作りた い 。 」と言 う 声が出る。 

[ 絵本作 ン )) 

活動期間・ 10 月 3i 日 一 11 月 19 日 

日 子どもの活動                                 教師の援助 

グループ作り - 

自分が描きたり 小動物， または，好きな 小動 
物を決め・同じか 動物を選んだ 子ども同士で 
グループを作る。 

    三五 Ⅰ 口 ⅠⅠ ム 口 ラ 一 

グループで集まり ， これまでの不動物とのか 

かわりを思 い だし 語ン ) 合 う 。 

  

    

            同じか動物を 選んだと言 う 共通点を再確認、 し           ウ 
:  グループに仲間意識が 清っ 23@. 二 する。       

  
: . その子らしい 思 いが 出せる よう， 話しやすい 雰       
    

      理気を作る。       
  

        会話が少ないときは ，「ウサギさんのどんなと       
      

      ころが好きなの ? 」「どんなことして 遊んだの ? 」・ 
    

      「知っていることを 教えて」など ，これまでの       
    

      不 動物とのかかわりを 聞いたりする。     

    

        友達の話にも 耳を傾ける よ うに促す。 
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      伸び伸びと描ける よう， 声をかけながら。 そ       
    

; の子なりの表現を 認めたり誉めたりする。 
  
  

      

  

台紙に貼る 

同じ動物の絵をひとっの 台紙に貼る。 
必要な背景は 気づ い た子が描き ， 貼る。 
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④
 

  

  

メ K のⅠ居、 ひやりの心が 育 
「観月山脇との 体験や感動が 表現されている ，大型絵本の 子どもの言葉を 口 
つ 過程 ユ にそって分類しその 育ちを見る観点とした。 

  思いやりの心が 育つ過程 

A  気持ちの安定 B  関心を持つ C  相手を知ろうとする 

D  十日手を尊重する E  命の大切さを 矢口 る 

( 大型絵本題名「牧港動物園」 ) 

各バループの 絵本の場面 絵本の内容 ( 話 し ) 観点 

ウサギグループ 
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B
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C
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C
C
 

抱っこしたりけど ，我慢しよう。 

もっと，ヒョ コ が生まれるかな。 

お母さん鶏が ，お 外で遊んで い たから，も 6 卵は 

ヒョコ にならないよ。 

僕の家にも ヒョコ がいるよ。 美島 6% 茸も インコもⅠ 、 

るよ 。 

大きくなった ヒコ コは ， 担っこしてもいいんだよ。 

お父さん鶏は・すぐ 逃げるから抱っこできないよ。 

僕 力斗 包 っこすると， 鶴 さんは眠ってしまうよ。 
  

  鶴 さんは，僕の 友達だよ。 
  

D
B
C
 

B
D
C
D
D
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C 

たんぽぽ組から ，グッピー な もらってきたよ。   

グッピ ー って ， 色がきれいだよね。   
目 もきれいだ " ょ 。   

体に ， 黒 い 点々もあ る ょ 。   
手を近づけると・こっちへよってくるよ。 

    
餌 がほしいんだよ。   
口で 餌を っ ぶして食べているんだよ。     5 匹 の グ ピ は，元気いっぱいだね   

  
    

  トカゲバループ 一   Ⅰ 
  わくわく広場の 芋畑の中にトカゲがかるんだよ。     B 
捕まえようとすると ，ぬるぬるして ，はやわ さ     C   
で 逃げて行った。 

しっぽが ， 切れてしまった。   C 

しっぽが切れても ，死なないよ。   
また，生えてくるから 大丈夫だよ。     
トカゲのしっぼって ，不思議だな。   I C 

              
アヒルバルーフ。 

ちょっぴり・ 怖 そうなアヒルさん。 B 

くちばしで，噛み 付かれそうだったよ。 B 

でもね・本当は 優しいんだよ。   C 

掃除をしていたら。 僕の手にチューをしたよ。   
あ りがとうって 言ってたよ。   

  

欲張りなアヒルもいるよ。 餌を独り占めして ， 

鶏 をつつくんだよ。 
  

アヒルさん，意地悪したらいけないよ。 
  

  
ウサギや鶴 と 仲良くしようね。     

    」
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l コオロギの鳴き 声はきれいだな。 C 

顔 もかわいい よ 。   C 

キャベ ツや キュウ リ を ， お い しそうに食べるよ。 C 

赤ちゃんが・ 生まれたんだよ。   
顔 してる   

赤ちゃん コ オロギも ， お母さん コ オロギ と 同 じ C 

C 

  

    ちっこくて，数えられない よ 。   C 

13 匹かもしれない。 

たくさん生まれて・ 家が狭くなったら ， 

く 広場に返してあ げよ       わくわ lD 
    

カメクルーフ。 

  

  

 
 

完成後の活動 

  た 絵本をみんな 

    いと言 う 気持ち 
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餌 をあ げると。 お い しそうに食べる ょ 。 

びっくりすると・ 甲羅の中に隠れるんだ ょ 

甲羅は，とても 堅いんだよ。 

つ めも長じよ。   
水が汚れていたから ，換えてあ げた ょ 。 

独り暮らしで 寂しいね。   
お友達を見つけてあ げる。 

一緒に遊んであ げるよ。 

  ごん べえ に。 優しくしてあ げる。   

                          ・みんなのお 友達だね。     
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表 Ⅰ大型絵本の 8 場面の言葉を F 思 、 いやりの心が 育つ過程』を 観点、 とし・分類した 結果 

グルーブ 名 つ ・ 

一己 - - Ⅰ 
ひ か グ @ ア 

さ よ 
  

え カ ヒ 
ピ 
  
ロ 

ぎ 
  
  る   ゲ ノレ ギ め 

互 思いやりの， じ ・ 、 が 人数 男 0  男 4  男 3  男 3  男 4  男 Ⅰ 黒 2  男 1 
育っ過程 ( 観点 ) 女 4  女 0  女 0  な 0  女 0  女 2  女 1  な 3 

A  気持ちの安定 O O O O 0 0 0 O 

B  関心 を 持っ 3 n/ り       2   O 

C  相手を知ろ う とする 3 4 6 7 5 り乙 7 4 

D  相手を尊重する 2 4   O O 4   7 

E  命の大切さを 矢口 る 0 O   O 0 0 O O 

⑤ 結果と考察 

大型絵本の言葉を『思いやりの 心が育っ過程』 

を 観点として分類した 結果 ( 表 1) から次の ょ が 分かった。 

う なことが分かった。 

  

  小 動物の様子を 見たり，泣き 声を聞いたりして ，   遊びや生活の 中で小動物とかかわり ，様々な感 

安心感を持っ 過程 (A  気持ちの安定 ) の時期 動 や気づき。 発見をしていることが 分かった。 

は 通過したものと 思われる。   不動物と身近にかかわり ，直接体験を 積み重ね 

  CB  関心を持っ ) はウサギグループに 多い。 てきた事が ， 生き生きとした 絵や言葉となって 

友達のかかわる 様子に刺激され ，最近になって 表現されたと 思われる。 

ウサギとかかわる よう になった子ども 達であ る   絵本作りによって ， 不 動物との体験や 感動を ク 

ことが分かった。 ラス全体で共感し 合 う ことができた ， 

  ほとんどのグループが CC  相手を知ろ うとす   自分の絵や言葉が 友達や教師から 認められたり   

る ) が 多い。 この時期の子どもの 思 ひやりの 心 共感し合ったりした 事で自分の体験を 再確認す 

0 発達は・この 過程であ ると思われる。 ることができたと ，思われる。 

  ヵメ グループは (D  相手を尊重する コ が多い。 

その要因として・ 身近に飼育している ， 触 nt 合っ   不 動物に対する 思ひやりのあ るかかわりに 自ら 

て 遊んでいる・ 長い期間飼っていることが 考え 気づくためには・ 教師が互いに 伝え合える関係 

られる。 や 雰囲気を心がけて い くことが必要であ ること 

  カエルの死を 体験し (E  命の大切さ コ に気づ が 分かった。 

いている子もいる。 

  

  
仮説 1 の検証 

絵本作りを通して ， 小 動物とのかかわりで 得た体験や感動を ，友達や教師と 伝え合 い ・共感し合 うこ 
  

とは。 思 い やりの心が育つひとつの 方法であ ることが分かった。   

  

ノ 

按 4 一 - 14--- 



は ・ ) 実践 2 「ふれあ い 広場で遊ぼ ぅ 」 

  

まり， 4% 挽 1 ヵ 叫父 i 言 lH 送 れた。 そこで・Ⅱ勘物に 対する親しみを 一層深め ，巳い やいの心が育つよ う ・不動物 
と 直接的 蛆 L 合える場を設定した。 子どもたちに 思 い やりの心力滴っことを 願い ，不動物とかかわる 子どもの 

姿を『 思 ひやりの心が 滴っ過程』を 基に 5 つの 卸 ;-. で分析 !,.- 人一人の育ちをとらえ 仮説 2 を検証してい { 

② 一人一人の育ちをとらえる 
これまでの不動物に 対する。 興味・ 関 ， L 、 ・かかわり方などから y 思いやりの心が 育つ 週舌到 をとらえ，その 子 

なり ク ) ； " かわりを共感的に 吏 ・ 刑 ， め ・援助していくために 表 2 のように一人一人を 把握した。 

B  関心を持っ C  相手，を矢口ろ う とする 
  盟 ひやりの心が 育っ過程     E  命の大切さを 知る 

表 2  不動物に対する 一人一人の興味・ 関心・かかわり 方と [ 思 、 いやいの心が 育つ過程』 

    乗口餌 "  / テ Ⅰ 興味・関心・かかわり 方 
帝号 興味・関心・かかわり 方 

田 五千 里 過程 

  

    C.  - で・友達から 頼りにされでいる。 
  

Ⅲ 目   
D  気 づいでやる         

一 W,4  「牧港幼稚園は 動物園みたいだよ」と 家 ・ 族 バッタ やコ オロギなどの 昆虫を捕まえるこ     とに関心を持って 、 ・ 、 る 。     男 5  ウサギ と 遊んだ後に描いた ，ウサギの体の 女 2  チャボやウサギを 気持ち良さそうに ， よく 
C  に・よく小動物の 一 一一 話を伝えている。   

C      ，に ロ 心臓を抽 い ていた。     

  C  を抱いてがら．他の 遊びを始める。   
（ 

    巴 敷さ力 甘利。 Ⅰ て プ リ iP り、 t- フ るようになった ， 

  D  を捕った後に・ 元の場所に返してあ げる。   
    
D  づけ， よく水がえをしている。 
        D  サギ が抱 け みょうになって 喜んでいろ。   
%,10  不動物に対して 関心が薄 、 ・ 、 が， 誘 うと 嫌が な 7  ウサギが好きで よ く背中をなでている。 抱     
A  らずにかかわる。 B  きたいと思っているが ，少し ， 怖がっている。 

    

男 12  友達に誘われて ，時々チャボを 抱いて遊ん 女 9  最近からウサギを 抱 けるよ う になり・ とて 
C  も喜んで かる       

C  . 他の遊び へ行 {   
男 Ⅱ 不 動物を乱暴に 扱っている友達に 優しくず・ 女 11  動物になりきって 遊んでいる。 ウサギで チ i     
E  るように 汗 ・ 煮 している。     D  が に よ く話しがける。       
  リ号 15  l Ⅱ 介 ；         、 包 くと，チャボが 気持ち良く寝てし 女 12  @" 上手にウサギが 抱けるということに 自信を   
D    . まうと 舌 - って得意になっている。 C  持っている。   

一 15 一 
3- 9         



③ 指導案 

指導者名 嘉房技 

具象 揮芽 皆ふ 括括 用品 星 。 火 ， 9:00 ～ ， 0:00 
所 場 教室づ園庭 ( ふれあ い広場 ) 

  

    
  
時間 環境の構成 一生 : 旦 - 往 - 匝 一助   教   師         の   援   助   
9:00  あ さがお紬の教室   集まる。 

黒 板 

      

  「花咲き 山 」を歌 う， 
教 nl@l 

    苦雫貧 白質富祐 之丘 をみんなで歌 い，楽 
O   

0 0 0 0 0 0 

o o o o o o 

0 3 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 0 
  
  絵本の絵を見る。   絵本の中のウサギの 表情に関心を 持たせ 

子 とも 「しろい うさ ぎと る 。 

9  : 30   くらいうさぎ」 

    クループごとに 仝 ロの 活動を確認しなか 

飼育小屋 ら ，ふれあ い広場へ送り 出す。 

  飼育小屋の掃除をする。   Ⅱ 勘 物や世話をしてあ げたことで，Ⅱ 働 
  餌を与える， 物か 喜んで い ることを伝える。 
  水を取り換える。   掃除用具を元の 場所に返すのを 忘れてい 
  他を 掃は 余する。 る 子が い たら， 気 づかせる 23 にする。 

  かかわって遊ぶ。   不動物をかたわったり ，大切にしている   動きや表情を 見る。 姿をとらえ，回りの 子にも伝えて ぃ ノく { 

  

なでる。   不動物に対して 乱暴な扱いをしている 子 

  

@, こは，動物が 嫌がっている 様子に気づか 
    せる よう にする。 

      友達や教師に 気づかたこと ・教師も一緒にⅡ勘物とかかわって 遊びな 

  や 考えたことを・ / 云える， がら，子どものつぶやきにも 耳を傾ける " 

訊 : 介而  
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「掃除するの 嫌だな 一 。 」 

一 19 一 
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[ 実践 2 のまとめ ] 2  今後の課題 
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Ⅲ 地域や家 G にい ろ 小動物や自然環境なども ， 

i 爵 亜古・りに活用しで い きたい， 

㍑ ) 不動物に対する 甘、 い や考えを伝え 合 う 活動 

  として，・ 紙 ; 芝居・ ，ぺ一 プサート，パネルシア 

タ一などの に ・ 壷ルの展 朋も工夫していきたい。 

l 親しみを深め ，思 ひやりのⅡが 育っためには   おわりに 

      不 動物に対する 感じ方や思い な 的確にとらえ 

@ 2 ぅ とする教師の 姿勢が大切であ ることか 分 

  直接体験と間接体験を 繰り返しながら． 山郵 

            ヰ， / 目       

これまて ， 目に見えを ぃ 心の育ちをとらえる 事 

の難しさを捕球させられてきましたが． 子 ともた 

ちの小さな   目   ひやりの心の 芽生えに 気 つき・感じ 

耳 A ガ u る 教師にな f.) たいと願い研究を 進めてきまし 

 
 

 
 
 
 

 
 
た
 
高
人
 

ぇ
が
 
一
を
が
 

ぅ
 

考
ち
今
か
 

で
侍
・
の
え
る
「
 

 
 
 
 
 
 
気
 思
っ
が
 

秤
 Ⅴ
 

め
 る
 

物
す
 
ガ
 

た 。 

研究期間中， 御 指導くださし、 ました 浦 流山教育 
セ 

委員会の比嘉美也子指導主事 宮城 ク 、 子 指導 謀 主 

査 ・研究所の田中 - 郎所長，高原蚕棚係長，借間 

正和指導主事・ 興 邦域 大 - 事務主事，宮城陣代， 

座間 味 郁代図書館司書 に 深く感謝申し 上げます。 

研修の機会を 与えてくださいました 安 符尾造園 

長・ 副 園長の鈴木紀子先生， 30 人の子どもたちを 

温かく見守 ;>. 育んでくださった 大城真紀子先生 

はじめ，職員の 皆様の協力のお 陰で研究を終える 

ことができました 0 厚くお ネ し L がし上げます ， 

                      ひやりの心が 育つ過程」を 基に幼児 一 
  

  l 八 -- 人の育ちを受け 止めることは・ 廿 、 い や い の   ( 参考文献 ) 

  

      

Ⅵ 研究の成果と 今後の課題 

Ⅰ 研究の成果 

( ィ 反訴 1 は ついて ] 

小 動物との体験や 感動を伝え合い・ 共感し 

合 う ことでより豊かなかかわりに 気づき、 思 

ひやりの心の 育ちが見られた。 

[ 仮言 H2 について ] 

『思いやいのしが 育つ過程」をとらえ ，幼 

児一人一人の 育ちを受け止めることによって ， 

朋 、 ひやりのじが 育っための援助ができた。 

幼稚園教育指導書増補『 文部省 フレーベル 館 

保育実践用語辞典・ 西久保乱造 ぎよう せ い ノ 自然保育の煉 点 湯元信夫 茗 ・ 学 ド 囲 - ： 者 

環 堵未 見 山内昭道 破 京 苦辛 ;.; 

保育内容・環境 Ⅲ i 尺千 同日 乙 ・ⅡⅡ け申ノ く % 甘 ・ 笘     

建 目 ， ャ ． @     

環 ・ 境 吉田敦   鈴木重 夫 編著 

福村出版 

ァ "" 服一 境 大場幸夫 著 ひ ； { 
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